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　日
本
が
今
、
直
面
し
て
い
る
課
題
に

は
、
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
創
出
な
ど
、

国
レ
ベ
ル
で
取
り
組
む
べ
き
も
の
と
、

Ｄ
Ｘ
や
脱
炭
素
、
街
づ
く
り
な
ど
、
地

域
活
性
の
た
め
に
地
域
レ
ベ
ル
で
考
え

る
べ
き
も
の
が
あ
り
ま
す
。
卓
越
し
た

研
究
を
目
的
と
す
る
大
学
は
役
割
が
自

明
で
す
が
、
そ
れ
以
外
の
大
学
は
自
ら

が
果
た
す
べ
き
役
割
を
定
め
な
く
て
は

い
け
ま
せ
ん
。
本
学
は
開
学
以
来
、
地

域
社
会
の
発
展
に
貢
献
で
き
る
人
材
の

育
成
を
理
念
に
掲
げ
、
地
域
か
ら
日
本

を
変
え
て
い
く
こ
と
を
め
ざ
し
、
地
域

の
中
で
課
題
解
決
を
学
ぶ
教
育
を
広
く

展
開
し
て
き
ま
し
た
。

　東
日
本
大
震
災
か
ら
の
復
興
を
機

に
、
阪
神
・
淡
路
大
震
災
復
興
に
取
り

組
む
兵
庫
県
立
大
学
と
の
連
携
に
よ

り
、２
０
１
４
年
に
「
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・

プ
ラ
ン
ナ
ー
」（
以
下
Ｃ
Ｐ
）
科
目
を

ス
タ
ー
ト
。
２
０
１
７
年
に
「
地
域
連

携
実
践
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
と
し
て
進

化
さ
せ
ま
し
た
。理
念
の
実
現
に
向
け
、

地
域
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
づ
く
り
や
、
地

域
の
人
々
と
共
に
課
題
解
決
が
で
き
る

C
P
を
育
成
す
る
も
の
で
す
。学
生
は
、

座
学
と
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
を
繰
り
返

し
、
実
践
的
な
手
法
を
習
得
し
ま
す
。

１
年
次
の「
地
域
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
」

は
全
学
必
修
科
目
。学
生
は
町
を
歩
き
、

住
民
と
対
話
し
、
自
然
や
歴
史
を
感
じ

な
が
ら
地
域
の
魅
力
と
課
題
を
発
見
し

ま
す
。
２
年
次
は
調
査
や
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
学
修
、
地
域
で
の

グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
に
取
り
組
み
、
３
年

次
は
地
域
の
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
と
協

働
し
た
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
を
行
い
ま

す
。「
Ｃ
Ｐ
ア
ソ
シ
エ
イ
ト
」
の
称
号

を
授
与
さ
れ
る
学
生
数
は
増
加
傾
向
。

大
学
で
の
経
験
を
生
か
し
、
地
域
お
こ

し
協
力
隊
や
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
放
送
で
活

躍
す
る
人
や
、
鳴
子
温
泉
で
カ
フ
ェ
を

開
い
た
卒
業
生
も
出
て
い
ま
す
。

　地
域
と
連
携
し
た
学
び
は
、
専
門
の

授
業
や
ゼ
ミ
で
も
展
開
さ
れ
て
い
ま

す
。
本
学
は
15
の
自
治
体
、17
の
企
業
・

公
的
機
関
と
連
携
協
定
を
結
ん
で
い
ま

す
。
教
員
が
地
域
の
会
議
に
参
加
す
る

件
数
は
年
間
6
0
0
回
以
上
。
そ
こ
で

生
ま
れ
た
つ
な
が
り
を
生
か
し
、
地
元

企
業
や
自
治
体
か
ら
テ
ー
マ
の
提
供
を

受
け
て
、
協
働
し
て
課
題
解
決
を
図
る

授
業
が
日
常
的
に
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　本
学
の
教
育
と
の
接
続
を
考
慮
し
、

入
試
も
見
直
し
ま
し
た
。
総
合
型
選
抜

で
は
、
探
究
学
習
で
身
に
付
け
た
協
働

力
や
課
題
解
決
力
を
評
価
す
る
た
め
、

講
義
を
受
け
た
う
え
で
レ
ポ
ー
ト
や
グ

ル
ー
プ
ワ
ー
ク
、
口
頭
試
問
を
含
む
面

接
を
課
す
形
に
し
ま
し
た
。
一
般
選
抜

に
は
論
説
と
い
う
記
述
式
総
合
問
題
を

設
け
、
情
報
分
析
・
活
用
能
力
等
を
評

価
し
て
い
ま
す
。

　人
口
減
少
が
著
し
い
地
方
で
は
人
材

輩
出
と
同
時
に
、
現
場
で
活
躍
す
る
社

会
人
の
能
力
向
上
が
欠
か
せ
ま
せ
ん
。

今
後
は
、
地
域
ニ
ー
ズ
に
合
っ
た
リ
カ

レ
ン
ト
教
育
の
拡
充
も
図
り
ま
す
。

　私
は
昨
年
ま
で
国
立
大
学
に
勤
務
し

て
い
ま
し
た
。
国
立
大
学
は
機
能
別
分

化
が
進
ん
で
い
る
と
は
い
え
、
共
通
の

枠
組
み
の
中
で
評
価
を
受
け
ま
す
。
一

方
、
公
立
大
学
は
横
並
び
の
評
価
は
な

く
、
各
自
治
体
が
求
め
る
、
あ
る
い
は

大
学
自
ら
が
決
め
た
目
標
に
向
か
っ
て

歩
ん
で
い
け
る
の
が
利
点
だ
と
感
じ
ま

す
。
本
学
は
、
こ
の
地
域
に
不
可
欠
な

看
護
、
事
業
構
想
、
食
産
業
と
い
う
３

領
域
を
定
め
、
地
域
の
た
め
の
人
材
育

成
の
道
を
進
ん
で
き
ま
し
た
。
今
後
も

こ
の
特
色
を
強
化
し
、
地
域
に
お
け
る

存
在
価
値
を
高
め
て
い
き
ま
す
。
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学長

地
域
に
根
差
し
た
大
学
と
し
て

地
域
貢
献
で
き
る
人
材
を
育
成

大
学
の
活
動
全
て
が

地
域
課
題
解
決
を
重
視
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高大連携事業実績対応件数、参加者数（2022年度）

　高大接続改革における探究型学習の必要性の高まりを背景に、宮城大学は
高大連携推進室を2019年に設置した。これにより、各部署で実施されていた
高大接続の取り組みが一本化され、継続性のある連携が可能になった。事業
内容には「大学見学・出前講義」「アカデミック・インターンシップ」「探究型学習
の指導支援」「高大連携事業協議会」のほか、探究学習充実のための「高校
教員向け研修会」がある。
　探究型学習の指導支援では、大学の教員が高校に出向き、生徒にテーマ設
定や研究方法について助言する。課題解決型の学びを展開する同大学にとっ
て、探究支援は大学教育へのスムーズな接続につながる。「連携の実質化に
は、互いの教育への理解促進が不可欠。近隣の高校と年２回実施する高大連
携事業協議会は、高校のニーズを把握する機会になっている。今後は、本学の
教育にマッチした生徒がいる高校を把握し、積極的に情報を発信していきたい」
（佐々木学長）。

ニーズに合わせた教育支援を行い
高校・高校生にとって身近な大学へ

＊1 コミュニティ・プランナーアソシエイト：指定の科目を合計20単位以上履修すると、兵庫県立大学との連名で称号と証書が授与される。
＊2 コミュニティ・プランナー：２科目４単位を履修すると、兵庫県立大学との連名で称号と証書が授与される。

※コミュニティ・プランナーは、
　2022年度に1名授与

キャンパス／宮城県黒川郡、仙台市太白区　学生数／ 1,908人　創立／1997年
建学の精神／ホスピタリティとアメニティの究明と実現
学群／看護、事業構想、食産業
大学院／看護学、事業構想学、食産業学
THE 日本大学ランキング２０２３／151-200位

高大連携、入試、教育を一気通貫させ
地域の担い手を育てる

地域に密着した実践的な教育と、高大連携の強化を積極的に推進する宮城大学。
同大学の教育の取り組み、地域における公立大学の意義について学長に聞く。

宮城大学

CASE
STUDY

注目！

1年前期の
地域フィールドワークの様子

地域連携実践教育プログラム カリキュラム概要

208人

340人

1,806人

251人

4，074人

33人

（模擬講義なし）

（模擬講義あり）

12件

24件

35件

37校

46件

１件

地域連携実践教育プログラムの目的「地域とともに学ぶ。地域とともに歩む。」
地域の歴史・文化・資源を活かしたコミュニティづくりや、
地域の人びととともに課題解決ができるコミュニティ・プランナーの育成を目指す
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3年 前・後期

CPフィールド
ワーク演習I・II

大学見学

出前講義

アカデミック・インターンシップ

探究型学習の指導支援

高大連携事業協議会

高校教員向け研修会

２回

２年 後期
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高校での探究学習
支援の様子。大学
の研究指導ノウハ
ウを活用している
る。
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高大接続の取り組みが一本化され、継続性のある連携が可能になった。事業
内容には「大学見学・出前講義」「アカデミック・インターンシップ」「探究型学習
の指導支援」「高大連携事業協議会」のほか、探究学習充実のための「高校
教員向け研修会」がある。
　探究型学習の指導支援では、大学の教員が高校に出向き、生徒にテーマ設
定や研究方法について助言する。課題解決型の学びを展開する同大学にとっ
て、探究支援は大学教育へのスムーズな接続につながる。「連携の実質化に
は、互いの教育への理解促進が不可欠。近隣の高校と年２回実施する高大連
携事業協議会は、高校のニーズを把握する機会になっている。今後は、本学の
教育にマッチした生徒がいる高校を把握し、積極的に情報を発信していきたい」
（佐々木学長）。

ニーズに合わせた教育支援を行い
高校・高校生にとって身近な大学へ

＊1 コミュニティ・プランナーアソシエイト：指定の科目を合計20単位以上履修すると、兵庫県立大学との連名で称号と証書が授与される。
＊2 コミュニティ・プランナー：２科目４単位を履修すると、兵庫県立大学との連名で称号と証書が授与される。

※コミュニティ・プランナーは、
　2022年度に1名授与

キャンパス／宮城県黒川郡、仙台市太白区　学生数／ 1,908人　創立／1997年
建学の精神／ホスピタリティとアメニティの究明と実現
学群／看護、事業構想、食産業
大学院／看護学、事業構想学、食産業学
THE 日本大学ランキング２０２３／151-200位

高大連携、入試、教育を一気通貫させ
地域の担い手を育てる

地域に密着した実践的な教育と、高大連携の強化を積極的に推進する宮城大学。
同大学の教育の取り組み、地域における公立大学の意義について学長に聞く。

宮城大学

CASE
STUDY

注目！

1年前期の
地域フィールドワークの様子

地域連携実践教育プログラム カリキュラム概要

208人

340人

1,806人

251人

4，074人

33人

（模擬講義なし）

（模擬講義あり）

12件

24件

35件

37校

46件

１件

地域連携実践教育プログラムの目的「地域とともに学ぶ。地域とともに歩む。」
地域の歴史・文化・資源を活かしたコミュニティづくりや、
地域の人びととともに課題解決ができるコミュニティ・プランナーの育成を目指す
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１年 前期
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CP科目・選択科目

CP関連科目・選択科目

CP
特別演習

CP
プロジェクト
研究

CP関連科目

3年 前・後期

CPフィールド
ワーク演習I・II

大学見学

出前講義

アカデミック・インターンシップ

探究型学習の指導支援

高大連携事業協議会

高校教員向け研修会

２回

２年 後期

CP実践論

２年 前期

CP概論
及び演習

高校での探究学習
支援の様子。大学
の研究指導ノウハ
ウを活用している
る。

＊1 ＊2


